
種 名 ：ツチフキ Abbottina rivularis
分 類 ：国内外来種 純淡水魚

○⼤きさ
・成魚：4～10㎝

○⽣息箇所（すみか）
・利根川下流部や霞ヶ浦や関東平野に広く生息しています。
・ヘラブナの放流にまじって各地に定着しています。

○⽣態（どんな⽣活をしているか）
・雑食性(ざっしょくせい)で川の底の泥を吸い込んで底生動物(アカムシ

等)を食べます。
・春から初夏(3～6月)に泥の底にすり鉢(ばち)状の巣を作り、卵をうみ

つけます。オスが卵や仔魚を守ります。

○釣りや漁業
・釣りや漁業の対象にはなっていなません。

○地域利⽤
・河川事業で環境を指標する指標種として着目されますが、食用として

活用されておりません。


